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344 溶 接 性 の す ぐれ た 圧 力 容 器 用 炭 素 鋼 の 開 発 （第 1 報 ）
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　 　 　　 　住 友 金 属 工 業   　中央 技術 研 究 所 　 　中西 睦 夫 　渡 辺 征
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L 　緒 　言

　 化 学 工 業 プ ラ ン ト や ボ イ ラ ーな ど の 圧 力 容 器 用 鋼 材 と し て A516Gr 　70 や A299

な ど の 炭 素 鋼 が 広 く用 い ら れ て い る が ，現 状 の 鋼 種 は C 量 の 高 い 成 分 系 （約 0．20 〜

O．3　O％ ）で あ り溶 接性 に 難 点 が あ る と考 え ら れ る 。 そ こ で ， Al − B 処 理 に よ る 強 度
　 　 　 1）
上 昇効 果 を 活 用 し て 低 C 化 し，溶 接 性 を 改 善 し た 。

2． 母 材特 性

　焼 な ら し鋼

の 強 度 が 微 量

（ 2 隅 以 上 ）

の B 添 加 に よ

り著 し く上 昇

す る こ と を ．

ベ イ ナ イ ト 鋼

に 関 し て す で
　 　 　 　 1）
に 示 し た 。

今 回 フ ェ ラ イ

ト ＋ パ ー
ラ イ

ト 鋼 に 関 し て

君
こ

10

望 5
‘
＞

　 0

毒
55

妻 50
　

t｛！ 45

　 　 　

　 　 　 　 　 　 C （％ ）

Fig．　 l　 Effect　 of　C　arld　AI− B
　 treament 　 on 　 tensile 　 stre   th

　 and 　 to  hness

も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る こ と を 確 認 し た 。 S

B49 お よ び A299 の 強度 。靱性 に お よ ぼ す

Al − B 処 理 お よ び C 量 の 影 響 を そ れ ぞ れ Fig ・

1 お よ び Fig ・2 に 示

す 。 Al − B 処理 に よ

り規 格 強 度 を 確 保 す

る に 必 要 な C 量 を 約

0．06 ％ 低 減 し得 る 。

　 こ れ ら の 検 討 結 果

を 基 に Tablel に 示

す ご と くSB49 ，

A299 お よ び A516

Gr　70 の 推 奨 成 分 系

を 選 定 し た 。
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Fig・2　Effect　 of　C　and 　A量
一B

　 　treatment 　on 　tensile 　strength

　 and 　toughness

Table　l　 Chemical　 compositions 　 of 　SB49，A299　and 　A516　Gr．70
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （wt ％ ）

CSiMnCuNiCrMoNbB

Deve ■。 pedG ．200 ．251 ．DO 0．150 ．150 ．15 0．DOO6
SB 　49Ordinary0

、290 ．251 ．000 ．150 ．20O ．15O ．12

Developed0 ．18  ．25L400 ．150 ．200 ．150 ．15 0．0006
A299

て）rdinary023 〔｝251 ．400 ，150 ，20O ．150 ．15

Devcloped0 ，150 ．251 ．艮0 0．300 ．15 0．DOO6A516Gr

．70Ordinary0 ．210 ．25UO0 ，300 ．30 α02
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3， 溶 接 性

A516Gr ．70 に 関 し て 低 C 化 に よ る 溶 接 性 の 改 善 効 果 を検 討 し た 結 果 を示 す 。

ー

ハ
乙

ら

04

溶 接 ボ ン ド部 靱 性 の 改 善 （Fig ． 3 ）

溶 接 低 温 割 れ 停 止 予 熱 温 度 の 低 減 （Fig ． 4 ）

溶 接 部 硬 度 の 低 減 （Fig ．5）　 Nb 削減 に よ り PWHT 後 の 硬 度 も低 減 。

ク ラ ッ ド鋼 母 材 と し て 使 用 し た 場 合 の 合 せ 材側 初層 溶 接部 界 面 特 性 の 改善 。

　 Fig ．6 に SUS405 （13Cr − A1 ＞ ク ラ ッ ド鋼 合 せ 材側 初 層 溶 接 金 属 の 硬 度 お よ

び C 量 と母 材 C 量 と の 関 係 を 示 す 。 母 材 の 低 C 化 に よ り，溶 接 金 属 の 硬度 が 低 下

し ， 溶接金 属 の 低 温 割れ 感 受 性 が 改 善 さ れ る 。
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Fig ．3　 To　ughness 　of 　 welded 　bond
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Fig．4　Weld　crack1   susceptibi 　l　ity
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Fig，6　Weldability　of 　Type　405　Clad　steel
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